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で
あ
る。

‘ 

.

,

.又
商
業
が
點
に
於
い
て
は
、
北
支
に
は
•天
津
、
靑
島
等
の
.中
.心
地
を
有
'
.
し
，
中
支k

は
上
海
漢
ロ
が
あ
つ
て
、兩
地
域
拮
抗
の
输
を

■
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.
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- 
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t
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:
:

示
し
て
.̂
るi.

れ
ど
も
、
そ
の
占
め
，る
比
重
’と
重
要
性
に
.於
い
七
は
、
.中
支
を
以
て
.全
支
の
中
.心
と
觀
な
け
れ
ば
.な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

圓

■ 

■
圓.
• 

, 

. 

..
 

/■ 

.
 

•
.

:

以
上
^ ,
綜
合
す
^ :
と
"

次
の
如
き
特
徵
が
抽
汛
ネ
れ
る
の
で
あ
る
。

.

.

.

.

’•

•

 

C
1

ソ
_

の
構
成
及
f

の
利
用
狀
〃
況
か
ら
言
つ
て
.一
北
支
は
極
め
I

數

の

合

I

ひ
f

情
勢
I

つ
た
。
山
束
、
河
北 

，の
諸
猶
か
お
年
々
.多
數
の
滿
洲
出
稼
人
を
送
り
來
つy

ゐ
る
の
も
*
そ
の
一
つ
の
證
左
と
言
へ
よ
ぅ
。
そ
れ
に
反
し
■て
、
.中
支
は
多
數 

，人
口
を
使
容
し
得
る
，現
勢
に
あ
る

-̂

で
あ
る
。
：

、

.

試
み
に
人
ロ
を
概
觀
す
る
と
，、
支
那
事
變
直
前
に
於
い
て
ノ
北
支
に
.於
い
て
は
東
北
四
雀
一
億
一
.千
萬
人
，
中
支
の
七
省
合
計
はJ 

億
八
千
萬
人
と
推
算
さ
れ
た
。
假
令
北
支
の
虛
業
情
勢
が
多
數
人
口
の
包
有
を
困
難
な
ら
し
め
.て
ゐ
る
と
は
言
つ
て
も
、
そ
れ
は
比
較 

.

‘的
の
こ
ど
で
あ
泛
、
.北
支
及
び
中
支
人
ロ
‘の
合
計
は
こ
れ
等
の
地
域
が
斯
制
に
支
那
の
中
樞
部
分
で
あ
る
加
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

.

(

ニ〕

北
支
に
於
い
'て
は
、
都
市
鐵
道
沿
線
等

^
於
け
る
人
ロ
の
大
部
分
は
麵
粉(

小
麥
粉〕

を
主
食
品
と
し
て
居
り
、
農
村
人
ロ
：
 

や
下
層
社
會
で
は
粟
、
高
梁
'、
’玉
蜀
黍
等
め
雜
穀
に
依
#

し

て
ゐ
る
。
そ
れ
忆
對
し
て
，中
南
支
.に
.於
.い
て
は
、米
穀
を
主
食
品
と
、す
る

。 

勿
論
支
那
農
民
•，は

、他
の
諸
國
te
於
い
て
も
同
樣
の
傾
向
が
あ
る
が
、
殊
に
極
度
の
.自

給

生

活

，
を

營

A-
で
，ゐ
る
沢
f

ぞ
の
食
糧
品
は
.

地
方
に
ょ
り
又
季
節
に
ょ
つ
て
非
常
に
複
雜
で
あ
る
。
併
し
な
.が
ら
右
$
如
き
大
：體
の
偫
徵
は
、
讹
支
及
せ
中
满
支
に
於
时
る
食
韻
棚
.
'

*
_
•
• 
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■

 
■
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 •
.
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.

題
の
差
異
を
示
す
も
の
で
名
名。
■
‘ 

' 

V
 

^

(

三〕

齑
業
構
成
に
於
い
て
、
’北
支
は
地
上
資
源
三
分
、
地
下
資
源
七
分
で
あ
る
に
對
：し
て
、
中
支
は
逆
に
地
上
資
源
七
分
、
地
下 

I

I

,

 

'と
い
ふ
等
？

そ
れ
故
に
、
北
支
は
將
來
の
震
性
.に
富
ん
で
ゐ
る
|

し
て
、
裏

は

I

の
活
動
I

存
し

、 

又
商
品
通
過
地
帶
と
じ
で
の
.地
位
を
有
し
て
ゐ
る
。
’支
那
事
變
前
に
於
い
て
は
、
中
支
經
濟
.の
*^
が
遙
か
に
優
れ
て
届
る
と
言
は
れ
た 

の
は
右
の
理
由
に
よ
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
如
き
經
濟
的
特
徵
を
よ
.り
齔
化
し
て
ゐ
る
も
.の
は
，
運
輸
交
通
の
手
段
で
あ
る
。
支
那
.に
於
い
で
古
，來『

南
船
北
，馬』

と
言
.は

•

1
1 

• 

.

.

. 

>

-

;•
•

•

 

','.1
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V
i

-
*
;
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, 

.

. 
■
•
■■

;
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•

..I

.

;

:

,
1

• 

I

.
-'
;

.
--
.
; 

’ 

- 

-

•

.

.

.

.

れ
た
と
と
.
.
は
扇
知
の
.通
り
で
あ
.つ
て
、
'事
變
前
に
於
け
る
全
支
の
鐵
道
‘一
萬r

千
キ
ロ
<の
ぅ
.ち
、
北
支
，の
そ
れ
は
五
千
一
ー
百
キ
ロ
で
あ

.

.

.
- 

.

.

.

•

: 

• 

•
; 

• 

.

.

.

.

.

づ
た
。
事
變
以
降
に
於
い
て
も
•
兆
吏
の
鐵
道
建
設
は
着
々
進
め
ら
れ
、
國
民
政
府
治
下
に
於
け
.る
昭
和
十
五
年
末
新
設
路
線
は
八
.五

: 

- 

.

.

.

.

.

.

■
 

• 

.... 

、
 

-
 

-
.

七
キ
ロ
に
達
し
.、
.延
長
現
在
農
は
五
九
ニ
ー
.キ
ロ
で
あ
•る
o

.

•
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V

へ：.；：,
：

の
：禮

—
達
巧
秦
皇
島
-̂
^̂

沽

^

痛

觸

衞

ク

芝

罘

ー

雜

乏
し
い
憾
み
が
あ
り
、
又
さ
ぅ
で
な
い
と
し
て
も
荷
役
能
力
が
必
ず
し
も
十
分
で
な
い
。
北
支
將
來
の
蕋
礎
'虚
業
の
發
展
の
た
办
に
は
、

港
灣
施
設
の
改
善
は
急
務
で
あ
る
が
、
し
、か
し
そ
^
地
域
が
廣
大
で
あ
る
た
め
に
、
い
づ
れ
に
中
心
港
灣
を
求
む
べ
き
か
に
っ
い
て
諸 

: 

•

 
-

 

,

 

•

說
必
ず
し

.，
も
一
致
し
て
居
ら
ぬ
。
た
で
現
往
に
於
い
て
は
、
瑭
沾
港
0
改
善
は
昭
和
一
一
十」

年
に
於
け
る
.

一

一
千
七
、百
萬
ト
ン
を
目
標
に

進
め
ら
れ
て
ゐ
冬
の
で
あ
る
9
 •

 

' 

' 

ノ 

- 

•
■
../

■中
支
に
於
い
：て
は
'

 

鐡
道
延
長
ばI. 

i

三
ニ
千
»
で

.^
る
が
、
事
變
队
來
に
於
け
る
新
建
設
は
殆
ん
ど
な
、い
と
言
A
て
.よ
い
。
中
支

の
^
逋
は
水
上
：に
あ
'•

揚
子
江
を
中
心
す
る
國
際
交
通
路
は
そ
、の
幹
線
で
あ
つV

、

上
海
を
筆
頭
と
ナ
る
多
數
の
港
を
有
し
て
^

'

.
'
鼷
民
歎
麻
隼
の
•餺

蠢

糖

. 

.

，

羝

苏

.

C
.
U
5

V

 

V
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鼸
民
政
麻
警
‘の
禁
嵌
觀 

'五

六

(

ニ

3
5

名
o
.の
’み
，尨
ら
ず
‘、
四
通
八
達
せ
る
自
然
的
及
び
人H

的
ク
リ
I
ク
.に
依
る
舟
運
ば
、
陸
上
輸
送
を
遙
が
に
凌
駕
し
て
.ゐ
る
の
で
あ
る

o 

.

序
.な
が
ら
、
贫
娵
在
住
の
.我
が
日
本
人
人
0
を
み
る
と
、
事
變
直
前
0
昭
和
ゝ
十
ニ
年
セ
.月
‘
_
,日
現
在
は
八
萬
六
千
で
あ
つ
た
が
.:
,
昭
：
.
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-
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中
穴
；®

*.

爾
ル
に
^

五̂

萬
^

肀
と
ー
な
處
ノ
事
變
後
約
莫
俜
.̂

日)

は
、
蒙
疆
を
含
む
北
支
三
十
四
萬
ニ
午
、
中
支
十
三
萬
三
千
、
南
支
三
萬
と
な
つ
て
ゐ
る
。
主
要
都
市
と
し
て
は
上
海
八
萬

三
千
、

. 

北
.京
八
萬
ニ
千
、
天
津
五
萬

千
、|

円
島
三
萬
筹
で
あ
り
、

.

職
業
と
し
て
は
、
商
業
、
.
交

通

運

輸

通

信

業
、
旅
館
料
理
業
、
工
業
の
順 

序
と
な
つ
文
ゐ
る
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三
、
産
業——

豊

業

ノ
 

;

,
グ
ル
.
Vシ
ャ
コ
フ
に
依
る
と
、「

支
那
は
世
界
最
大
の
農
業
國
.で
あ
る
。
農
業
■人
口
は
三
億
を
超
え
、
•ョ
ーa

ッ
パ
大
陸
の
全
農
業
人 

ロ
ょ
り
も
大
き
い
。
自
國
の
あ
ら
ゆ
る
も
の
そ
利
用
す
ル
ば
、
.支
那
は
優
柬
農
業
人
ロ
全
體
を
養
ひ
得
る
の
で
あ
る
。
.と
こ
ろ
が
現
實
. 

に
ば
、
遲
く
れ
た
.こ
の
國
の
農
業
で
は
そ
の
人
口
す
ら
保
證
し
得
故
か
つ
如
。：

と
.の
國
の
輸
人
に
於
い
、て
食
糧
は
.
顯

著

為

部

分

を

.占

め 

て
來
た」

の
で
あ
'る
が
、
そ
の
理
由
の一

つ
.と
し
セ
彼
は
、最
近
ま
で
，保
持
さ
れ
て
來
た
封
建
的
農
奴
的
諸
關
係
の
殘
存
せ
，る
こ
と
を
擧 

.げV
.

ゐ
卷
。「「

地
虫
と
*
農』

は
'#
郝
_
於
い
迄
は
大
部
务
の
而
も
肥
廣
な
出
地
爸
占
裹

れ
ば
、
.四
^
の
大
地
主
が
全
耕
地
の
五
0
^
を
、.
六
^
の
富
農
.が

一

八

^

を

所

有

す

る

、
の
に
反
し
て
、
九
〇
<
 
の
中
農
及
#
貧
農
ば
僅
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一
'
-
.
.
. 

.

か
三
一一

多
の
土
織
を
も
ガ
^
過
ぎ
良
ぃ
。
し
#-
ク
て
2 .
九
三
五
年
の
•統
計
に
よ
れ
ばX

支
那
農
家
戶
數
の
三！■ 
5

は

小

作

人

替

一

ー

5

は

、半
小
作<

で
.
あ
っ
で
、
結
局
金
農
戶
の
5:
-

五
：ギ
が
偺
地
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
小
土
地
所
有
者
な
の

.
で
軟
ク
，
^

|_
.8 :
,'
 ̂

:

•
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.
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.
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.
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C

0

ダ
.：ル/

タ
ャW

フ「

支
：那
め
經
濟
地
理

」

四
九
d

2£
.-〇
頁 

：

.,

.
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•
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.
人
.
.
.
.
.
.
. 

，
.
. 

.

.

.

.

.

.
て

..

-

: 

.
っ.
...
： 

-

.

右
は
.必
ず
1;

も
1&

確
な
數
字
で
：は
な
い
か
も
知
れ

#

い
が
、■恐
ら
く
支
那
農
業
の
‘
特
質
を
承
す
も
：の
.
で
：あ
ら
ぅ。

(
.'.
>

‘ 

.

. 

>

と
で
ろ
で
北
支
に
っ
い
て
'
み
石
と*:
'

同
地
域.
1
'帶
の
へ
主
要
作
物
は
ホ
麥
で
あ

&;

、.
：
殊
に
山
氣\

河
北
の
北
支
乎
原
於
農
»

の
中̂
 

で
あ
务
。

し
か1

勿
^

、

そ
の
：地
域
的
條
件
に
t

-p
nr

他

種

作

物

を

為

っ

て

ゐ

廣

の

(

で
^;

っ
て
：、•!
-例
.へ
ぼ
京
津
地
區
で
.
は
粟
'
玉 

黍

，
：冀
東
地
區.で
は
髙
梁
、
京
漢
縦
西
部
で
は
粟
、
；
玉
蜀
漆
フ
乇
の
東
部

.
で
ば
«'
.
敏
を
多
く
出
す
：の
で
あ
：る

0

ゾ
ソ̂
^
^
 ̂

\

食

.糧

事

愦

は

前
に
も
ー
會
し
炎
於

、
北
支
の
主
要
食
糧
ば
小
麥
牧あ
るo

し
か
し
下
層
添
會
で
.は
雜
穀
を
食
し
て

ゐ
る
し
、

X依
民

•
 

■
 

•
 

....
 

•
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.
 - 

■

の
鄕
土
關
係
に
ょ
:0
.
:て
米
5:
;

主
食
.

と
ず
る
者
：も
^

る
0

^

か
も
概
し
て
言
へ
ば
：*

そ
れ
が
固
^

し
.

て
ゐ
る
ゎ
け
：で
.

は
な
く
、
そ
の
價
格

-
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に
ょ
っ
.ヤ
主
奪
叫
の
轉
換
龙
行.は
：れ
る
CD
'i
?
あ
：

る
：：

が
，
u'
;
か
し
御
1

戸

っ

サ

も

主

资

故

中

0

主

要

嫌

分

.た

る

/1
>;

麥

.の
'
傻

视

騰

貴

■.
は
往
民.
の
：坐
活
ね
影
響
す
る
*

こ
ち
が»'
い

の

：
で

务

る

ゃ
:;
.
、
.
.
.
，
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食
糧
の
自
給
關
係(

に
.つ
：き
、
.そ
作
.が
：不
捧
の
情
勢
に
あ
名
¥
と
ぬ
前
雜
.の
如
く
で
あ
る
.が
、
.そ
の
理
凼
と
し
て
は
、

,

ぺ(

ー
ノ

)

./

.
棉

花
.:

.
煙
草
ダ
落
花
生.等)

の

換

麥

作

作
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天
炎
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^
に
水
害
に
屢
々
襲
は
.れ
を
匕
と
フ
北
支
が
裔
乾
燥
地
帶
す
あ
务 

' 
く
端
で
ぁ
っ
て

3
雨
量
^
な
が
_
に
ば
_
度
.に
乾
耀
し
：
、
^

.

.

'
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，
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等
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し
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な
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あ
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開
發
狀
況
を
概
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す
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と
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北
支
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有
す
る
鑛
產
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石
炭
、
鐵
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ン
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石
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土
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金
等
多
岐
に
亘
っ
て
ゐ
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が
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中
石
炭
及
び
鐵
は
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贬
及
び
棉
花
と
共
に
北
支
の
四
大
資
源
と
稱
せ
ら
れ
る
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で
あ
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炭
の
占
め
る
地
位
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西
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千
萬
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れ
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。
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濟
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濟
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猶
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總
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萬
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藏
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出
炭
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.
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中
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あ
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又
河
北
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中
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で
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る
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は

、
，
運

輸
.

の
便
，
勞
働
力
の
供
給
可
能
等
に
負 

ふ
の
ゼ
あ
る
が
、
ぞ
れ
と
同
瞭
^

、
北
東
ね
於
^-

て
は
石
炭
が
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市
住
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政
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用
と
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必
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花
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主
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產
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、
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後
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換
金
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物
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じ
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農
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の
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泉
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..湖
併
ん
で
近
代
工
業
に̂

く
可
ら
ざ
る
鐵
に
つ
い
て
‘

み
る
と
、
，ぞ
の
埋
藏
量
は
全
見
三
億
五
千
萬
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日
華
經
濟
提
携
の
原
則
が
確
立
さ
れ
.

る
に
及
び
、
そ
.

の
復
舊
建
設
が
愈
々
'

軌
道
.

に
柬
つ
て
來
た
こ
と
.

は
前
.

に

I

言
し
た
通
り
で

• 

. 

- 

■ 

i
 

• 

. 

- 

• 

-
,
-

.•
• 

.

. 

.

.

.
 

• 

• 

■

ぁ
る
。
從
つ
て
说
が
國
资
本
の
進
出
は
目
覺
.

し
く
、
^

律
エ
業
界
.

に
投
ぜ
.

ら

れ

：た

も

？

み

に

て

，

.

も

、I

億
.
數

千

萬

圆

に

上

、
ぼ

る

と
曾 

は
れ
て
ゐ
.

る
。
と
の
.

韻
勢
は
眾
に
北
支
の
み
に
限
ら
れ
ず
、
中
变
そ
の
他
の
方
茴
に
於
：い
て
も
同
樣
に
_

著
に
、現
は
れ
て
ゐ
る
。

、
«

農

府

治

卞

备

篇

觀
 

' 

、

，
'

六

九

.
C
I
S

五)



,
■
, 

.
•國
民
^
麻
治
下
の
經
濟
槪
觀 

,

'

七
0

で

1

5
ハ)

、
次V

支
那
’

エ
藥
の
主
要
部
門
に
つ
气
概
觀
を
珈
へ
七
お
か
ぅ
。
-

•
 

,
 

.
 

、
■

.

ノ 

第
一
に
擧
げ
ら
れ
る
も
の
ば
基
礎
工
業
と
し
て
の
製
鐵
で
あ
る
。
勿
論
と
の
部
n

.

は
‘

現
在
.に
於
い
て
は
未
だ
幼
稚
な
る
を
免
れ
な
い 

が
、
北
吏
に
，於
け
る
石
歡
と
^

^

石
の
近
^.

糜
出
に
ょ
り
、
新
た
に
勃
興
し
つ
、
あ
る
こ
と
は
前
に
述
べ
た
通
/̂

で
あ
る
。

、

、 

輕
エ
業
部『
に
於
ハ
て
戰
も
重
要
な
地
位
.

を
占
め
る
’
>̂
:

の
ぼ
紡.

〖

で
あ
る
。
前
，に
述
べ
た
如
く
、
支
那
の
エ
絮
は
輕
エ
業
を
中
心
と
ぐ 

し

て

來

た

も

，
の
で

.

あ
る
が
、
そ
の
主
な
も
の
は
各
種
織
*

工
業
、
燐
寸
等
の
化
學
工
業
、
各
種
飮
食
料
品
工
業
、
蒸
業
、
煙
草
、
、製

油

. 

(

桐

油

‘

)

等

で

あ

る

。

就

中
^

^

工
業
-

特
に
@

績
'

織
布
は
そ
の
首
位
を
占
め
，て
居
る
の
で
あ
る
。

,

紡
績
;̂
.

場
は
、
事
變
前(

一
.

九
三
六
年1

全
支
‘

に
工
場
數一

.

三
六
*

,

錘
齪
五
.

百
七
萬
で
あ
っ
た
。
そ
.

の
内
譯
は
、
支
那
系
會
社
七
六
、 

:

エ
場
敗
九
/>
_
、
.

鍾
數
五
.

三

气

が

本

系

會

社

j

三
、
エ’
場
數
.五

-
、
.
'
.錘
數
四
1
:
1
.气

ィ

ギ

？

ス
，
系

會

社

.

1

.''
エ

で
あ
'っ
た
。 

-
• 

•

そ
の
エ
場
沂
在
池
は
、「

3

上
海
及
び
上
海
を
中
心
と
す
る
江
^*
^

が
首
-

位
を
占
め
、(

ニ〕

靑
裏
、
0

5.

天
津
が
こ
れ
に
次
ぎ
、
降

譲
は
事
變
に
ょ
る
被
害
P

最
大
，な
.

も
の
だ
っ
、た
の
で
あ
つ
て
、
殊
に
S

の
工
場
は
大
部
分
支
那
軍
の
た
め
に
爆
破
又
は
燒
棄
さ 

外
、
上
海
の
.

工
場
も
そ
れ
と
略
ぼ
同
様
の
狀
態
.
.に
あ
っ
た
。
從
っ
て.一
時
ば
復
舊
も
絕
餐
せ
ら
れ
た
が
、
我

が

當

厨

の

指

導

宜

’し
き 

1

得
、:/
-

全
®

工
場
,̂
'

除
.

い
.
v

«

興
ft
'

霞
:̂

進
-̂
:

&

60

樣

：：衰
--
0

掘
復
を
見
、：

事
變
遞
.

の
：狀

態

を

廣

駕

し

ょ

ぅ

：と

さ

.

へ

し

て

ゐ

る

、
の
で 

あ
る
。
即
ち
昨
年
牵
の
.復
興
狀
態
は
事
變
前
に
比
較
しv

次
の
如
4

あ
な
が
、

.

‘

.

.

北

支

上

m

日
本
側

■九
七
^
, 

九
八
ぉ

.

支
：那
側

:
I

蕃

ハ

ニ

變

V

ぃ

.

.
日
本
側 

支
那
側

.

±
, 

0
...
數.
.

：

ニ

 

三
^

.
 

.
 

ニ
五
^
く

 

,

,

‘ 鍾

.

,
數 

九
ニ
^

三 

0
%
,
. 

V

 
く

支
•那
側
.紡
績
も
我
.が
：方
の
協
力
に
ょ
つ
て
復
舊
し
つ〜

あ
る
：の
で
あ
.
'る
。

‘飮
食
料
品
工
業
の
ぅ
ち
で
最
も
重
要
な
地
位
を
占
め
て
•ゐ
、る
の
は
、
製
粉
工
業
で
あ
る
0.
殊
に
牝
支
に
於
い
て
小

.麥
を
主
食
と
す
る 

と

と

旣

說

の

如

く

.
で
•

あ
■る
か
ら
*
食
糧
問
題
と
.の
關
聯
に
■於
い
て
重
要
性
を
も
つ
■も
の
，で
.あ
る
。

事
變
前
此
支
に
於
け
る
製
粉
土
場
は
"

-

山

東

十

六

、
、
河

北

十

一

、
，.山
西
四
‘

、
合
計
三
^

1

で
，あ
つ
た
が
、
そ
の
生
產
高
は
北
支

I

ヶ 

年
の
儒
要
量
三
千
八
.

百
萬
.

袋
の
半
ば
に
達
せ
ず
、
每

年一

千
八
百
萬
袋
を
移
入
、
：五
4

^

袋
を
輸
人
に
#

ふ
ぐ
狀
愈
で
.

あ
つ
た
。
日
本 

“系
*

華
ボ
#
^
前
淸
鳴
^

4

.
;1
±

ぁ
る
先
過
^

^

か
.

っ
»

が
ハ
.

：事
變
後
'

日
本
，
0

»:

、
ー
0.
東
が

-

r 

.

.

.

. 

、
- 

パ
 

■ 

»-

收
又
は
•委
託
經
營
を
受
け
■て
、
そ
の
墙
逢
を
圖
つ
.て
ゐ
る
。 

,

最
近
に
於
：

b

る
製
粉
業
の
復
興
は
大
い
.

に
み
る
べ
き
も
の
が
あ
り
、
蒙
疆
.

を
除
<

北
支
'

に
於
い
，て
は
、.
大
エ
場
四
十
三
、
生
產
能
力
. 

1

1

萬

四

千

四
-.
^

七
十
バ
1

レ
ル
、
，中
支
に
於
い
て
は
揚
子
江
下
流
三
角
地
帶
の
み
‘
.に
ぃ
て
大
エ
場
ー
.

ー±

ー
ー
、

生

產

能

カ

三

萬

尤

千

七

百

五 

十

バ

ー

レ
ル
、
に

達

し

て

‘

ゐ

る

。

原

料

た

る

小

麥

の

生

產

は

上

に

述

：
べ

.̂

如

く

、
、
河

南

省

及

び

黄

河

以

北

、に

集

中

1

て
居
り
，
そ
れ
等
の
，
 

地
域
が
我
が
占
據
地
帶
又
は
、そ
、の
.

近
狻
地
帶
で
あ
る
.

か
ら
.

、
•

開
封
ノ
太
-

亂
’

彰
德
ぐ
徐
州
、
■

濟
南
等
に
集
り
来
り
、
.
と
れ
等
打
集
散
地
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か
ら
次
消
費
娜
た
る
北
京
、、
天
津
、
靑
島
'
,上
海
等
へ
向
け
ち
れ
て
ゐ
る
の
'で
あ
る
0ぐ
.',
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■

'
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國
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政
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鴻
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，支

那

工

業

の

一

ぶ

し

て

逸

I

f

の
出
来
な
い
•

の
は
製
鹽
樂
で
あ
5

言
ふ
ま
で
も
な
く
、
鹽
は
食
用
に
供
せ
ら
れ
る
の
み
.な 

,
,も
ず
、
化
學
エ
業
0

原
料
.

と

し

。
て

缺

く

可

ら

ざ

る

も

の

で

あ

る

0

從

來

我

が

國

の

H

業

嬅

_は

赴

海

鹽

の

外

に

ア

フ

リ

ヵ

等

の

遠

海

鹽

に 

多
く
依
#

し
て
ゐ
た
が
ノ
國
際
旧
勢
.

の

雙

化

に

ょ

っ

て

、専

ら

近

海

*

の

供

給

の

み

、に

依

る

；

j

と
、
な
っ
た
の
で
、
支
那
鹽
は
我
が
國
X

 

業
に
と
っ
て
も
不
可
缺
の
條
件
と
な
ひ
た
。
從
っ
て
事
變
以
來
製
鹽
業
の
，復
興
2

鹽
9

增
產
計
畫
と
を
建
て
、
以
っ
て
日
滿
支
に
於
け 

る
食
用
鹽
及
び
工
業
鹽
の
自
給
自
況
を
圖
っ
て
ゐ
る
。
更
に
襪
艽
關
し
て
桂
意
し
I

妙
れ
ば
な
ら
ぬ
^

^

は
、
鹽
税
が
支
那
財
政
の
主

要

財

源

と

な

つ

V
ゐ
る
こ
と

.で
あ
る

。
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國
浪
政
府
の
統
治
領
域
は
:'

支
那
產
鹽
の
大
部
分
女
包
洧
し
，て
ゐ
る
.の
で
あ
づ
て
、
此
支
に
於
け
る
主
產
地
は
山
西
の
陸
鹽
ハ
湖
鹽
、 

井
德
ノ
岩
鹽〕

，と
山
東
沿
岸
地
帶
の
海
鹽
と
、で
あ
る
が
、

•：

後
者
が
勿
論
そ
め
主
.

だ
る
も
の
で
あ
る
？

.
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海
鹽
の
主
產
地
は
長
蘆
鹽
：と
山
東
鹽
ふ
で
あ
0

て
、̂

那

六

天

海

鹽

場

，に

屬

し

>

て
ゐ
る
？
長
蘆
鹽
は
山
海
關
：か
ら
.

费
漸
ロ
^

至
る
.

1
'

/ 

.

帶
の
地
，域M

產
し
、
.

嘗
2

1

,

十
匹
塲
:0

畫

地

が

あ
0
,
.た
が
、
奮
國
民
政
府
の
販
消
地
氣
眼
に
ょ
'-
?

て
ニ
場
に
縮
少
せ
ら
れ
、
面
積 

は
大
千
町
'

步

で

あ

：
っ
.
た

o
.
年

產
.

は
.

ヒ
|

十

六

、

七

萬

瓲

.で

あ

り

て
，、
全
能
力
を
發
揮
す
れ
ば
優
に
、百
萬
瓲
の
產

ff
i
が
可
能
で
あ
る
と
稱
さ 

:

れ
;^

ゐ
.

る
0
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ン
ン
山
凍
鹽
说
黄
海
か
道
海
灣̂
至
^
山
東
半
鳥
-
帶
や
賴
择
忙
徵
在
嗖
另̂

步
、
年
產
三
十
-/
-
\
-瓲
內
外
で
あ
っ
た
が
、
五
十
萬
瓲
ま
で
增
產
可
能
と
言
は
れ
て
'

ゐ
る
0
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■ 
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長
蘆
鹽
は
從
來
興
中
パ
ム
司
鹽
業
部
が
經
營
し
て
来
た
が
、
' 

昭
和
十
四
年
八
月
、
北
吏
開
發
會
»:
'

の

子
# >
社

華

北

鹽

業

株

式

會

社

が

創

立
.
せ
丨
ら
れ
、
興
中
公
司
に
代
つ
て
開
發
に
當
つ
て
ゐ
る
。
同
社
は
へ
.先

づ

漢

沽、
新
河
、
瑭
沽
V

鄧
沽
等
の
約」

萬
町
步
の
華
人
鹽
田
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田

：
の
：
復

奮

を

完

诫

じ

汔

が

、
：：

「

そ

れ

：
と
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同

時
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に

堯

減
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第一
:

顚
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箫_

.

間

近
_

^

$

軟
_

:
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房

(

警

^;
紙

於

は

附

帶

事

業

た

；

原

鹽

洗

滌

加

工

埸

を

建

'設

し
、
優

良

な

工

業

鹽
.
P

生

淹

を

圖

り

、
、哈

產

十

萬

瓲

に

，上

ぼ

'つ

て

ゐ

今

;.
::

'

;山

廉

鹽.
は
::
:
>

爸

：磐

唞

烊

顏

敗

昭
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翁

復
興
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カ
め
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ゐ
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通
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圣
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證

1
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ぬ

當

夸

也

I

實

は

れH
S-

安
が.
ぃ
そ' 
哎

茧

虜

地^

*

蘇

勢

海

州1
'

滯

の

黄

海

沿

岸
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て
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海
州
鹽
又
は
淮
北
，鹽
と
稱
せ
ら
れ
、
六
大
海
鹽
場
の
-

つ
で
あ
る
。
海
州
鹽
攸
全
支
の
一
六
^

程
度
を
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概
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滿
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濟
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滿
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